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計画の策定（Plan） 

１． 組織の概要 

 

（１）認証・登録事業者及び代表者 

株式会社 那覇電工 ： 代表取締役 比嘉幸宏 

１）環境管理責任者及び担当者連絡先 

環境管理責任者 ： 取締役 宮城 淳也 

担   当   者 ： 営業部 大竹  徹 

     ＴＥＬ：０９８－８５０－２４７８ 

     ＦＡＸ：０９８－８５０－６１２９ 

     E-mail：miyagi@nahadenkou.co.jp 

 

（２）対象事業所所在地 

本  社：〒９００－００３１ 沖縄県那覇市若狭３－１５－１（5 名） 

営業所：〒９０１－０２２４ 沖縄県豊見城市字与根３３１（54 名） 

 

（３）事業活動 

電気設備工事、通信設備工事 

１）許可 

建設業許可：沖縄県知事 許可（特－２８）第２９２８号 電気工事業 

沖縄県知事 許可（般－２８）第２９２８号 電気通信工事業 

 

（４）事業規模 

  

 

 

 

 

 

 

２．対象範囲 

全組織・全活動が対象 

   エコアクション２１認証・登録番号 ０００２９９９ 

認証・登録日 ２００８年１０月１４日 

   更新・登録日 ２０１８年１０月１４日 

   有 効 期 限 ２０２０年１０月１３日 

年度 

項目 

２０１７年度 

（基準年度） 

２０１８年度 

（中間年度） 

２０１９年度 

（更新年度） 

２０２０年度 

（中間年度） 

完成工事高 1,230 百万円 1,291 百万円 1,223 百万円 百万円 

従業員数 ５３人 ５６人 ５９人 人 

延べ床面積 ７７３８．２７㎡ ７３８．２７㎡ ７３８．２７㎡ ７７３８．２７㎡ 

mailto:miyagi@nahadenkou.co.jp


 株式会社那覇電工 

2 

 

３．環境経営方針 

― 環 境 経 営 方 針 ― 

  株式会社那覇電工は、全社員一丸となって持ちうる技術力を駆使し、電気の

安定供給並びに地球環境に優しい電気設備工事の提供を行い、低炭素社会の実

現及び経営改善へ向けた自主的・積極的な取り組みを継続します。 

 また、環境経営活動を通じ地域の環境保全に努めると共に、これを永続的に推

進します。 

 

１ 環境関連法規等を遵守します 

２ 環境に配慮した施工を心がけ、継続的な改善を行います 

３ 事業活動を通し環境負荷低減及び経営改善の為に次の事項に取り組みます 

* 地球温暖化防止のため省エネルギー化を実践し、経費削減に努めます 

* 化石エネルギー使用に伴うＣＯ２排出量を削減し、経費削減に努めます 

* 分別の徹底による再利用を促進し、処分経費削減に努めます 

* 水資源の使用量を削減し、経費削減に努めます 

* グリーン購入を積極的に行います 

* カーボンオフセットによる現場のＣＯ２排出量ゼロを推進します 

* 社会貢献活動を積極的に行います 

* ＳＤＧｓの導入 

                                    改訂日 ２ ０ ２ ０ 年 ７ 月 １ 日 

株 式 会 社  那  覇  電  工 

代 表 取 締 役  比  嘉  幸  宏 
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４．環境経営目標 

 <環境負荷削減等のための目標> 

   ２０１７年度を基準に２０１８年度から２０２０年度迄の３年間の目標を原単位管理値で前年

度対比１％減と定め継続取組を行います。なお、目標値の算出方法は以下の通りです。また、

カーボンオフセットを行い現場における CO２排出ゼロを推進します。 

 

＊事 務 所： 下記のとおりデータ算出による原単位管理値、前年度対比１％の削減（電気・

燃料等の使用量を提示する） 

＊建設現場 ： 内線工事部の現場においては、カーボンオフセットの導入によりＣＯ２排出を

ゼロにする取り組を行う 

配電工事部・地中線工事部・送変電工事部においては、分別を継続徹底し

再資源化を推進する。作業前の KY 活動において環境配慮を取り入れる 

          

 

基準値（２０１７年度） 

①温室効果ガス排出量･･･２０１７年度二酸化炭素排出量の完成工事高比率 

                    ２２６．１１（ｋｇ－CO２／百万円）を基準とする 

②購入電力・・・・・・・・・・・・２０１７年度電気使用に伴う排出量の完成工事高比率 

４７．０２（ｋｇ－ＣＯ２／百万円）を基準とする（事務所・現場込） 

化石燃料・・・・・・・・・・・・２０１７年度ガソリン･軽油・ガスの使用に伴う排出量の完成工事高比率 

（どちらも事務所・現場込）   ガソリン ７６．４７（ｋｇ－ＣＯ２／百万円）を基準とする 

軽油 １０２．６２（ｋｇ－ＣＯ２／百万円）を基準とする 

ガス【２０１９年度より計測】０．１８（ｋｇ－ＣＯ２／百万円） 

③一般廃棄物総排出量・・２０１７年度事務所ゴミの総排出量の従業員比率 

１５８．３４（ｋｇ／人）を基準とする。 

産業廃棄物排出量・・・・２０１７年度総排出量の完成工事高比率 

１８５．７１（ｋｇ／百万円）を基準とする。 

④総排水量・・・・・・・・・・・・２０１７年度総排水量の完成工事高比率 

３６７．６４（㎥／百万円×１，０００）を基準とする。 

⑤化学物質の使用量・・・・化学物質は使用しておりません 

⑥資源等使用量・・・・・・・・２０１７年度循環資源（白上質紙）使用量（ｋｇ）を基準とする 

                      ９９ｋｇ 

⑦グリーン購入・・・・・・・・・２０１７年度グリーン・エコ製品の購入使用品目数 

                      ５４品目／（全９９品目） 

      自社製品・サービス・・・・公共工事でのカーボンオフセットの件数及び実施数量（ｔ） 
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５．環境経営計画 

①温室効果ガス排出量の抑制（責任者：金城政義）  

   1)環境に配慮した施工（カーボンオフセットの導入による現場 CO２排出ゼロ） 

2)年度比較表の掲出による「見える化」及び分析による経費節減 

 

②-1 使用電力の抑制（責任者：知名香寿美）  

  1)冷房機の設定温度の徹底（冷房２７±１℃）  2)節電シールの貼り付けによる意識向上 

  3)離席時及び昼休み、無人時の事務所、トイレ、倉庫、控室等の消灯の徹底 

  4)年度比較表の掲出による見える化及び分析による経費節減 

②-2 自動車燃料の抑制（責任者：城間安徹）  

1)エコドライブ等の実施   2)事前の施工計画及び手配による効率よい車両使用の徹底 

3)年度比較表の掲出による見える化及び分析による経費節減 

  ②-3 ガス使用量の抑制（責任者：大竹徹） 

   1)２０１９年度より使用を再開したことに伴い計測を始めた。次年度以降比較検証を行う 

 

③-1 一般廃棄物の分別及び削減（責任者：具志直也） 

1)測定データの掲出による見える化及び分析 

2)分別によるリサイクルを促進。処分費用の縮減を行う 

③-2 産業廃棄物の削減および適正処理（責任者：城間憲幸） 

1)分別（マニフェスト）管理の徹底による再資源化 

2)分別によるリサイクルを促進し、処分費用の縮減を行う 

 

④水資源使用削減（責任者：新田当健） 

1)節水シールの貼り付けによる意識付け 

2)ポスターや計測データの掲出で意識向上を図り節水の徹底に努める 

   

⑤化学物質の取り扱いはなし 

 

⑥紙資源使用削減（責任者：池野沙也香）  

1)社内資料作成時の裏紙利用または両面コピーの徹底 

2)電子媒体の有効活用（社内メール・共有サーバーの利用等） 

 

⑦-1 グリーン購入の促進（責任者：當銘涼子） 

1)現場におけるグリーン製品及びエコ製品の積極的採用 

2)事務所の文具類のグリーン製品及びエコ製品の採用 

3)購入品目の見える化による意識付け 

⑦-2 地域社会への貢献等（責任者：宮城淳也） 

1)公園・道路・現場周辺の清掃ボランティア等の推進    2)社内緑化の推進 
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計画の実施（Do） 

６．環境経営計画に基づき実施した取組内容 

エコアクション 21 推進事業所の表示 

 

使用電力の抑制②－1－1） 

 

使用電力の抑制②－1－2） 

 

使用電力の抑制②－1－3） 

 

自動車燃料の抑制②-2-1) 

 

自動車燃料の抑制②-2-3) 
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一般廃棄物の分別及び削減③-1-2) 

 

一般廃棄物の分別削減③-1-2)段ボール／紙くず 

 

一般廃棄物の分別及び削減③-1-2) 

 

産業廃棄物の削減及び適正処理③-2-1)鉄・木くず等 

 

産業廃棄物の削減及び適正処理③-2-1)蛍光管 

 

水資源使用削減④-1 

 

紙資源使用削減⑥-1 

 

地域社会への貢献等⑦-2-2 
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取組状況の検証（Check） 

7-1．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価 

①温室効果ガス排出量の抑制 

     排出量は３％の増となった。現場量の増と遠隔地が要因と考えられる。また、コロナ感

染防止対策の影響もあった。現場におけるカーボンオフセット入は継続できている。 

②-1 使用電力の抑制 

購入電力量は１２％増。新型コロナウイルス感染予防のため換気と併行した空調管理

を行ったことが影響している。コストの見える化も継続し更なる意識改革につなげる。 

  ②-2 自動車燃料の抑制 

ガソリンは現場増と遠隔地の影響があり３％増。料金はコロナの影響による単価の値

下げがあり約５９万円の減となった。軽油も同様で特に、夜間作業及び現場事務所で

の発電機使用の影響があり１０％増。単価値下げで料金は約１７６万円減となった。 

②-3 ガス使用量の抑制（２０１９年度より計測） 

  排出量０．１８（kg－CO／完工高）と料金４１，９５７円を基準として今後比較検証する。 

③-1 一般廃棄物の分別及び削減 

一般廃棄物排出量は２２％減となった。梱包用の段ボール量が減ったことが要因とな

っている。料金は再資源ゴミ処分（自社職員による運搬費・人件費等）に係るコスト縮

減のため、業者にまとめて処分させたため収入なしとなり約４５，７８６円増となった。 

③-2 産業廃棄物の削減及び適正処理 

産業廃棄物排出量は５４４％増となった。要因として現場における掘削作業によるコン

殻、As/Co 殻および残土量増が考えられる。しかし料金は約５４万円減となった。要因と

しては電線、金属くずがかなり増えたため、その収入との相殺が考え得られる。 

④水資源使用削減 

総排水量は６５％増。現場量増が要因と考えられる。料金も８９，１００円増となった。現

場量増もあるが、地下水の使用停止に伴い浄水のみの使用となった事が大きい。 

⑤化学物質の使用 

使用なし 

⑥紙資源使用削減 

   循環資源使用量（白上質紙）は２４％増。料金は約１千円増。現場量の増が要因と考

える。職員の意識向上は感じられるので今後も「見える化」等を継続していきたい。 

⑦-1 グリーン購入の促進 

グリーン購入実績は前年と変わらず５４品目。調達状況も徹底して取り組まれているの

で今後も継続していきたい。 

⑦-2 地域社会への貢献等 

全現場でのカーボンオフセットのよる Co2 排出ゼロは継続して実施中。メーカーとのタ

イアップによる照明器具の LED 化など省エネ提案も継続推進できた。那覇市と結んで

いるボランティア協定（小禄わかば公園の清掃）、電管協の平和の礎清掃、豊見城電

友会と豊見城市で結んでいるボランティア協定（字宜保地内の道路清掃）等、地域貢

献活動への参加も積極的に継続している。 
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２０１９年度（2019.7-2020.6）実績（取りまとめ表）  

単位 2019年7-2020年6月

二酸化炭素 kg-CO2 288,795.25

料金（１）＋（２）＋（３） 円 12,069,328

②　エネルギー使用量 購入電力 （沖縄電力） ｋＷｈ 76,620.00

料金（１） 円 2,331,241

ＣＯ２排出量 kg-CO2 60,223.32

ガソリン （事務所・現場） Ｌ 42,548.65

料金（２） 円 5,345,043

ＣＯ２排出量 kg-CO2 93,048.98

軽油 （事務所・現場） Ｌ 54,930.43

料金（３） 円 4,351,087

ＣＯ２排出量 kg-CO2 135,301.43

ガス（ＬＰＧ） （事務所） Ｌ 73.69

料金（２） 円 41,957

ＣＯ２排出量 kg-CO2 221.52

③　廃棄物排出量 kg 9,060.50

　　　　　　　及び　処理費用 料金 円 91,980

kg 630,758.85

料金 （分別有価物込） 円 386,033

上水 ｍ3 712.00

料金 円 206,352

地下水 ｍ
3

④－２　総排水量 公共用水域 ｍ3 712.00

⑤　化学物質使用量 ｋｇ

⑥　資源使用量 循環資源使用量 ｋｇ 106.50

料金 円 66,546

⑦　総製品生産量 1,223 （百万円）

　　 自社製品サービス 54 品目／９９品目

　　

完成工事高　

グリーン購入　

カーボンオフセット　 ２件／１４ｔ

環境への負荷

①　温室効果ガス排出量

一般廃棄物

産業廃棄物

④－１　水使用量

取り扱いなし
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７-2 次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

環境経営目標 

 <長期目標> 

   ２０１７年度を基準に２０１８年度から２０２０年度迄の３年間の目標を前年度対比１％減と

定め継続取組を行う。なお、目標値の算出方法は以下の通りです。また、グリーン購入にお

ける購入品目数の向上および現場における CO２排出ゼロを目指します。 

 

＊事 務 所 ： 下記のとおりデータ算出による原単位管理前年度対比１％の削減（電気・燃

料等の使用量および料金を比較する） 

＊建設現場 ： 内線工事部においては、カーボンオフセットの導入により現場におけるＣＯ２

排出をゼロにする取り組を行う 

配電工事部・地中線工事部・送変電工事部においては、分別を継続徹底し

再資源化を推進する。作業前の KY 活動において環境配慮を取り入れる 

          

 

〈２０２０年度短期目標〉 

①温室効果ガス排出量･･･・・・・２０１９年度二酸化炭素排出量の完成工事高比率 

                    ２３６．１８（ｋｇ－CO２／百万円）の１％減 

②購入電力・・・・・・・・・・・・・・・・２０１９年度電気の使用量の完成工事高比率（事務所・現場込） 

                      ４９．２４（ｋｇ－CO２／百万円）の１％減 

化石燃料・・・・・・・・・・・・・・・・２０１９年度ガソリン･軽油・ガスの使用量の完成工事高比率 

ガソリン ７６．０８（ｋｇ－CO２／百万円）の１％減 

軽油 １１０．６３（ｋｇ－CO２／百万円）の１％減 

ガス ０．１８（ｋｇ－CO２／百万円） 

③一般廃棄物総排出量・・・・・・２０１９年度事務所ゴミの総排出量の従業員比率 

１５３．５７（ｋｇ／人）の１％減 

産業廃棄物排出量・・・・・・・・２０１９年度総排出量の完成工事高比率 

５１５．７５（ｋｇ／百万円）の１％減 

④総排水量・・・・・・・・・・・・・・・・２０１９年度総排水量の完成工事高比率 

５８２．１７（㎥／百万円×１，０００）の１％減。 

⑤化学物質の使用量・・・・・・・・化学物質は使用しておりません 

⑥資源等使用量・・・・・・・・・・・・２０１９年度循環資源（白上質紙）使用量（ｋｇ）を基準とする 

                      １０６．５０ｋｇの１％減 

⑦グリーン購入・・・・・・・・・・・・・２０１９年度グリーン・エコ製品の購入使用品目数 

                      ５４品目／（全１００品目）のエコ製品使用品目増 

     自社製品・サービス・・・・・・・ ２０１９年度のカーボンオフセットの実施数および総オフセット量 

                          ２件（１４ｔ） 

基本的には毎年の公共工事すべてで実施を目標とする 
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環境経営計画 

長期計画：前年度対比１％削減およびコスト意識の醸成 

実績・結果　　（目標：前年度対比　ｰ１％） 原単位管理

単位
2017年7-2018年6月

基準年度 2018年7-2019年6月 増減 2019年7-2020年6月 増減 2020年7-2021年6月 目標

二酸化炭素 kg-CO2/百万円 226.11 229.60 2% 236.14 3% 233.78 -1%

料金（１）＋（２）＋（３） 円 13,211,240 14,333,169 1,121,929 12,069,328 -2,263,841 11,948,635 -120,693

②　エネルギー使用量 購入電力 （沖縄電力） ｋＷｈ 59.60 55.70 -7% 62.65 12% 62.02 -1%

料金（１） 円 2,163,263 2,282,272 119,009 2,331,241 48,969 2,307,929 -23,312

ＣＯ２排出量 kg-CO2/百万円 47.02 43.78 -7% 49.24 12% 48.75 -1%

ガソリン （事務所・現場） Ｌ 32.94 33.76 2% 34.79 3% 34.44 -1%

料金（２） 円 9,484,750 5,936,043 -3,548,707 5,345,043 -591,000 5,291,593 -53,450

ＣＯ２排出量 kg-CO2/百万円 76.47 78.38 2% 76.08 -3% 75.32 -1%

軽油 （事務所・現場） Ｌ 39.70 40.96 3% 44.91 10% 44.47 -1%

料金（３） 円 1,563,227 6,114,854 4,551,627 4,351,087 -1,763,767 4,307,576 -43,511

ＣＯ２排出量 kg-CO2/百万円 102.62 105.89 3% 110.63 4% 109.52 -1%

ガス（ＰＬＧ） （事務所） Ｌ 73.69 #DIV/0! 72.96 -1%

料金（４） 円 41,957 41,537 -420

ＣＯ２排出量 kg-CO2/百万円 0.18 #DIV/0! 0.18 -1%

③　廃棄物排出量 kg／人 158.34 197.16 25% 153.57 -22% 152.03 -1%

　　　　　　　及び　処理費用 料金 円 54,511 46,194 -8,317 91,980 45,786 91,060 -920

kg/百万円 185.71 80.09 -57% 515.75 544% 510.59 -1%

料金 （分別有価物込） 円 181,327 927,113 745,786 386,033 -541,080 382,173 -3,860

上水 ｍ
3 433.00 436.00 1% 712.00 63% 704.88 -1%

料金 円 116,608 117,252 644 206,352 89,100 204,288 -2,064

地下水 ｍ3 19.20 19.20 0%

④－２　総排水量 公共用水域 ｍ3 /百万円 367.64 352.59 -4% 582.17 65% 576.35 -1%

⑤　化学物質使用量 ｋｇ

⑥　資源使用量 循環資源使用量 ｋｇ 99 86 -13% 106.50 24% 105.44 -1%

料金 円 58,933 65,402 6,469 66,546 1,144 65,881 -665

⑦　総製品生産量 1,230 （百万円） 1,291 （百万円） 1,223 （百万円） 1,300 （百万円）

　　 自社製品サービス 54 品目／99品目

　　

完成工事高　

グリーン購入　 54品目／100品目 54品目／100品目 54品目／100品目

カーボンオフセット　 4件／17ｔ 1件／19ｔ 2件／14ｔ 3件／ｔ

取り扱いなし

環境への負荷

①　温室効果ガス排出量

一般廃棄物

産業廃棄物

④－１　水使用量

 

※ 温室効果ガス排出量基準値＝二酸化炭素合計（ｋｇ-ＣＯ２）÷完成工事高（百万円）にて算出 

※ 購入電力の基礎排出係数０．７８６（ｋｇ－ＣＯ２／ｋＷｈ）  沖縄電力２０１８（Ｈ３０）年度実績 

※ 購入電力基準値＝ＣＯ２排出量（ｋｇ－ＣＯ２）÷完成工事高（百万円）にて算出 

※ 排出係数【ガソリン：０．０１８７】 【軽油：０．０１８８】 【ガス：０．０１６４】（ｋｇ－Ｃ／ＭＪ）2018 版 

※ 単位発熱量【【ガソリン：３３．３６】 【軽油：３８．０４】（ＭＪ／Ｌ） 【ガス：５０．０８】（ＭＪ／ｋｇ）2018 版 

※ ガソリン基準値＝ＣＯ２排出量（ｋｇ－ＣＯ２）÷完成工事高（百万円）にて算出 

※ 軽油基準値＝ＣＯ２排出量（ｋｇ－ＣＯ２）÷完成工事高（百万円）にて算出 

※ ガス＝ＣＯ２排出量（ｋｇ－ＣＯ２）÷完成工事高（百万円）にて算出【２０１９年より計測】 

※ 一般廃棄物総排出量基準値＝一般廃棄物総排出量（ｋｇ）÷従業員数（人）にて算出 

※ 産業廃棄物総排出量基準値＝産業廃棄物総排出量（ｋｇ）÷完成工事高（百万円）にて算出 

※ 総排水量基準値＝総排水量÷完成工事高（百万円）×１，０００にて算出 

※ 化学物質は使用しておりません 

※ 資源等使用量基準値＝白上質紙購入量（ｋｇ）重量 

※ グリーン購入＝エコマーク・グリーンマーク製品の購入品目数 

※ 自社製品サービス＝カーボンオフセットの実施件数および総オフセット量 
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〈短期計画〉 

以下の取り組を行う 

①温室効果ガス排出量の抑制（責任者：金城政義）  

  1)環境に配慮した施工（カーボンオフセットの実施による現場ＣＯ２排出ゼロ化） 

  2)年度比較表の掲出による「見える化」及び分析による経費節減 

 

②-1 使用電力の抑制（責任者：知名香寿美）  

1)冷房機の設定温度の徹底（冷房 27±1℃）  2)節電シールの貼付けにより意識向上 

3)離席時および昼休み、無人時の事務所、トイレ、倉庫、控室等の消灯の徹底 

4) 年度比較表の掲出による「見える化」及び分析による経費節減 

②-2 自動車燃料の抑制（責任者：城間安徹） 

  1)エコドライブの実施   2)事前の手配による効率よい車両使用の徹底 

  3)年度比較表の掲出による「見える化」及び分析による経費節減 

②-3 ガス使用料の抑制（責任者：大竹徹） 

  1) シールの貼付けにより意識向上  2)年度比較表の掲出による「見える化」と分析 

 

③-1 一般廃棄物の削減（責任者：具志直也） 

1)年度比較表の掲出による「見える化」及び分析による経費節減 

   2)分別によるリサイクル促進し、処分費用の縮減を行う 

③-2 産業廃棄物の削減および適正処理（責任者：城間憲幸） 

1)分別（マニフェスト）管理を徹底  2)リサイクル促進による処分費用の縮減 

 

④水資源使用削減（責任者：新田当健） 

  1)節水シールの貼付けによる意識付け 

2)年度比較表の掲出による「見える化」及び分析による経費節減 

 

  ⑤化学物質の使用なし 

 

⑥紙資源使用削減（責任者：池野沙也香） 

  1)社内資料作成時の裏紙利用または両面コピーの徹底 

  2)電子媒体の有効活用（社内メール・共有サーバーの利用等） 

 

⑦-1 グリーン購入の促進（責任者：當銘涼子）  

  1)現場・事務所におけるグリーン製品及びエコ製品の積極的採用   2)見える化 

⑦-2 地域社会への貢献等（責任者：宮城淳也） 

    1)公園･道路･現場周辺の清掃ボランティア等の推進    2)社内緑化の推進 

3)勉強会・研修会の開催    4)３年度比較表の作成および掲出による「見える化」 

5)安全衛生大会等におけるプレゼン   6)法令遵守 
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８．環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無 

※年１回（概ね 7～8 月）各省庁のホームページにて関連法規の最新版の確認を行う。        

法令等の名称 適用事項 確認 

基
本
・
一
般 

建築基準法 換気設備の義務づけ  

電気事業法 建設業許可  

電気工事士法 電気工事士免状  

消防法（危政令） 火災報知設備の設置義務づけ  

建設業の環境保全自主行動計画（第６版）  環境リスクの低減  継続的改善および環境情

報の公開の促進  環境社会貢献の促進 

地球温暖化対策  建設副産物対策  有害物

質・化学物質対策  生物多様性の保全及び

持続可能な利用 

 

沖縄県生活環境保全条例 事業活動に伴う排水対策の推進／エコドライブ  

地球温暖化対策の推進に関する法律 温室効果ガスの算定・報告・公表制度  

廃
棄
物
・リ
サ
イ
ク
ル 

廃棄物処理法 マニフェストに基づく適正処理の実施  

建設副産物適正処理推進要綱 発注者との連絡調整・管理及び施工体制の整

備・協力業者の指導等 

・「再生資源利用計画」「再生資源利用促進計

画」の作成・実施状況の記録を１年間保管 

 

容器包装に係る分別収集及び再商品化の促

進等に関する法律(容器包装リサイクル法） 

市町村が定めた分別の基準に従い容器包装

廃棄物も適正に分別排出する 

 

国等による環境物品等の調達の推進等に関

する法律(グリーン購入法） 

環境物品の積極的調達 

環境に配慮した施工 

 

建設工事に係る資材の再資源化等に関する

法律（建設リサイクル法） 

発注者への書面による計画等説明・工事着手

する日の７日前までに必要事項を都道府県知

事に届け出・発注者へ書面による完了報告 

・分別解体等  ・再資源化等の促進 

・再生資源の使用 

 

ＰＣＢ特措法 ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進  

フロン排出抑制法 フロン類の使用の合理化及び管理の適正化  

水
質 

浄化槽法 設置の届出／使用廃止後３０日以内の届出  

下水道法 沈砂槽等設備の設置及び監視  

○ 環境関連法規の違反はありません。 

○ 過去３年間における関係当局への違反はありません。 

○ 社外からの環境関連のクレーム・訴訟はありません。 

 

 

確認者 作成者 
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全体の評価と見直し（Act） 

 

      日々の活動の結果を「見える化」し、コスト表記することでより身近に目標を意識させるこ

とが出来た。現場量の増加への対応および新型コロナウイルス感染防止対策、また、一

般廃棄物の分別後の処分方法変更など各職員の意識が変わり、環境活動を通した経営

マネジメントが確実に実施されているものと考えます。 

 今年度の購入電力量および CO２排出量は１２％の増、料金は￥４８，９６９増となった。

化石燃料使用量は現場量の増、遠隔地物件および夜間工事が多かったことと現場事務所

における発電機使用等もあり、ガソリン３％増、軽油１０％増となった、CO２排出量はガソリ

ン３％増、軽油４％増となった。しかしコロナによる単価減により料金についてはガソリンで

￥５９１，０００減、軽油で￥１，７６３，７６７減となった。 

一般廃棄物については梱包用の段ボールの減と本社新聞購読の取り止めに伴い、前

年度に比べ２２％減となったが、ペットボトルやアルミ缶等の有価物処分に係る経費と収入

額等を考慮し、業者に一括処理させたため費用は￥４５，７８６増となった。実際には人件

費と燃料費を考慮するとほぼ相殺されるものと考える。部署からの提案による対応である

が、コストを意識した活動であり高く評価したい。産業廃棄物の量は前年に比べ５４４％の

大幅増となった。原因としては現場の作業内容がかなりの量の配管掘削工と照明柱設置

のための掘削工があったため、コン殻と As/Co 殻、残土が発生したことが考えられる。しか

し、費用については￥５４１，０８０の減となった。この原因として工事に伴い発生した有価

物である電線・金属くずの量がかなりあったため収入が増え結果的に相殺されたものと考

える。 

排水量は現場の増加により６５％増加した。使用料金も８９，１００増加となったが、これ

は地下水使用が車両の錆の発生やトイレの詰まりの原因となったため、地下水の使用を

取り止めたことも一因となっている。 

紙の使用量は前年比２４％の増となり、費用も￥１，１４４増となった。現場量の増加に比

べ増加率が抑えられていたのは「見える化」の効果によるところ大きい。 

グリーン購入に関しても職員の意識は向上しており継続して取り組む。カーボンオフセッ

トの取組は公共元請工事すべてにおいて現場の CO2 排出量ゼロを目指し継続する。また、

清掃ボランティア等の地域貢献活動も継続して取り組む。 

 今年度からエコアクション勉強会も充実され全部署、全職員一丸となって継続的改善へ

取り組まれ、その中で提案された取組も実績を上げつつあり、環境経営活動がよりよいも

のとなっていると考える。今後、SDGs の取組も積極的に行うよう期待したい。 

 

 

 

 

 

                                                          


